
『新訂版 学校保健実務必携《第５次改訂版》』につきまして、公表後の公益財団法人 日本学校保健会『学校のアレルギー疾患に対する取り組み

ガイドライン《令和元年度改訂》』と一部表記が異なる箇所がありました。下記①②のとおり差し替え及び③の読み替えをお願いいたします。 

 

①480-481 頁 表 10-1 各アレルギー疾患と関連の深い学校での活動 

学校での活動 

食物アレル 

ギー・アナ 

フィラキシー 

気管支 

喘 息 

アトピー 

性皮膚炎 

アレル 

ギー性 

結膜炎 

アレル 

ギー性 

鼻 炎 

１.動物との接触を伴う 

活動  
○ ○ ○ ○ 

２.ダニ・ホコリの舞う 

環境での活動  
○ ○ ○ ○ 

３.花粉の舞う環境での 

活動  
○ ○ ○ ○ 

４.長時間の屋外活動 
 

○ ○ ○ ○ 

５.運動（体育・クラブ 

活動等） 
△ ○ ○ △ △ 

６.プール △ △ ○ ○ △ 

７.給 食 ○ 
 

△ 
  

８.食物・食材を扱う授 

業・活動 
○ 

 
△ 

  

９.宿泊を伴う校外活動 ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

②485 頁 表 10-2 取組実施までの流れ（モデル例）小学校入学を契機とした場合 

 

 

 

③「学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）表 」の「アナフィラキシー／食物アレルギー」の用語が変更されました。 

 494-495 頁の該当箇所については、読み替えていただきますようお願いいたします。 
 

平成 20年発行のガイドライン 令和元年度改訂のガイドライン 

原因食物・診断根拠 原因食物・除去根拠 

以上 


